


 

 

                       

 

北大和グラウンド低炭素まちづくり事業計画スケジュール 

 

 

 

年 日 程（予定） 内 容 

平成26年 

5月13日 ～ 6月16日 低炭素まちづくり事業計画の募集 

6月27日 都市計画審議会 

6月下旬 
プロポーザル審査委員会の開催 

事業候補者の決定 

7月上旬 ～ 8月中旬 市街化区域編入に向け奈良県との協議・調整 

7月上旬 ～ 12月 用地測量・面積の確定 

平成27年 

1月 土地売買仮契約の締結 

3月下旬 市街化区域編入 

3月下旬 
財産処分に係る議会への上程 

土地売買契約の成立 

4月上旬 所有権の移転 

 

生駒市都市整備部 都市計画課 





都市計画マスタープラン 北部エリアの将来のまちづくり方向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

北部エリアのまちづくり方針図 

都市的な土地利用の方針 

区分 まちづくりの方針 

ゆとり
戸建て

住宅
地 

【大規模住宅地を中心に広がる低密度

な戸建て住宅地】 

・緑あふれる魅力あるまちなみ形成、ゆ

とりある居住環境の確保 

・身近な買物や生活利便施設等の充実 

・道路等の不十分な生活基盤の充実 

・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全 

生活
利便

型住
宅地 

【住宅と商業系施設等が立地する複合

市街地】 

・住環境と生活利便施設の良好な共存 
・まちなかの緑化推進やオープンスペー

スの確保 
・まちなみの向上・統一化や、道路等の
生活基盤の充実 

・里山・生産緑地等の身近な緑地の保全 

 

 

区分 まちづくりの方針 

賑わい
商業地 

【地域拠点等の駅周辺の拠点地区】 

・商業サービス・生活利便施設等の賑

わい機能の充実 
・地域の玄関口としての、魅力あるまち

なみ形成 
・周辺の地域資源と連携した、歩きたく
なる環境の充実 

・まちなか居住の推進 

研究開
発型産
業地 

【工業・学術・研究機能の集積地】 

・学研高山地区における学術・研究施

設等の立地促進 
・北田原地区における研究型産業など
の立地促進 

・周辺の良好な自然的環境や住環境と

の調和 
・学研高山第２工区における将来の土

地利用の検討・調整 
 

北部エリアの将来のまちづくり方向 
 
 
 
 
 
  

2 里山・田園・水辺等を活かした、やすらぎある環境保全とネットワーク化 

高山や富雄川等の豊かな里山・田園・水辺資源や歴史文化資源等の特色ある地域資源

の保全・活用とネットワーク化により、身近な空間にやすらぎある環境が広がる地域づくりを

めざします。 

3 大規模住宅地等の良好な居住環境の維持・向上 

少子高齢化の進行など、活力の停滞がみられる高度成長期に開発された大規模住宅団

地等における地区計画等を活かした良好なまちづくりの規制・誘導や、拠点駅周辺の良好

な都市型住宅の立地推進など、本市の良好な住宅地のブランドイメージを牽引する地域づ

くりをめざします。 

1 北部地域拠点や学術・研究・産業拠点機能の強化 

近鉄けいはんな線３駅の拠点開発とともに、高山の学術・研究拠点、産業拠点など、北部

地域拠点の生活支援・交流機能等の強化とともに、本市の産業を支える機能強化を図り、

活力あふれる地域づくりをめざします。 



 
 

随時に行う市街化区域編入の奈良県の基本的な考え方 

 
 
〇今後の人口減少の見込み及び現市街化区域内の未利用地の存在を踏まえ、住

宅用地を目的とした市街化区域編入は、駅周辺等で市町村のまちづくり方針と

整合した良好な計画等を除き、原則として行わない。 

 

〇経済活性化、暮らしの向上等につながる市町村のまちづくり計画に即した良

好な計画について、工業・流通業務適地や商業・サービス業務適地を中心に市

街化区域への編入を検討する。 

生駒市都市整備部 都市計画課 

 


